
感染症メモ

東京都全体での流行状況

小笠原での流行状況

感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第46週（ 11月10日 から 11月16日まで）

インフルエンザ、感染性胃腸炎の報告がありました。

母島

父島

インフルエンザの報告がありました。

令和7年11月17日発行

感染予防の基本は手洗い

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第45週（11月3日～11月9日）

【警報・注意報】
・インフルエンザ 警報レベル

（定点患者報告数 29.03 ）

【ピックアップ】
・百日咳

（累計患者数 6,718人）

習慣にしよう！

10/27 差し替え予定

〜  例年より早く流行入り今年のインフルエンザは、例年より約2か月早く流行入り。すでに学級閉鎖
が全国各地で報告されており、東京都でも9月末から患者数が急増中。南半球（オーストラリアなど）で
の流行が早かったことが、日本への波及を早めたと考えられている。 [東京都感染症週報 |...都感染症情
報センター]  過去の「早すぎインフル」事例2019年：9月上旬に学級閉鎖（愛知県）2023年：8月末に
流行入り（福岡県）2025年：今年は9月第4週に流行入り（全国）気温の乱高下や換気不足、免疫ギャッ
プ（コロナ禍で流行がなかった影響）などが背景にあるとされる。  今からできる予防対策1. ワクチン
接種（10月〜11月が理想）→ 発症予防効果は約40〜60%、重症化予防は約50〜70%。→ 高齢者・基礎
疾患のある方・乳幼児は特に重要。 [東京都感染症週報 |...都感染症情報センター]2. 手洗い・うがい・マ
スク→ 飛沫・接触感染の基本対策。3. 換気と加湿→ ウイルスは乾燥を好む。湿度50〜60%を目安に。4. 
体調管理→ 睡眠・栄養・休養で免疫力を維持。

インフルエンザは冬に急増しますが、その後はほぼ「ゼロ」
に減少します。しかし、新型コロナウイルス感染症は、これと
は異なり、年間を通じて感染者がゼロになることはありません。
現在、感染者数が少なく見えても、水面下で感染がくすぶり続
けている状態です。これは、いつ再び感染の波が押し寄せてく
るか分からない、静かな脅威が常に存在していることを意味し
ます。油断は禁物です。混雑する場所やイベントではマスクを
着用し、基本的な手洗い・換気を継続しましょう。

東京都内における定点当たり患者報告数の年別推移

都内の保健所別定点当たり患者報告数（第45週）
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冬の呼吸器感染症に備えましょう

インフルエンザは夏にはほぼゼロに近くなる

新型コロナウイルス感染症は低値でも
下がりきらない傾向

冬の寒さが深まり、インフルエンザや新型コロナウイル
スといった呼吸器感染症が増える季節になりました。特
に島内では、医療資源が限られているため、一人ひとり
の予防が「島全体を守る」力になります。決して油断せず、
基本的な対策を徹底しましょう。

咳エチケットと手洗い

咳が出る時は、必ずマスクやハンカチで口を覆いましょ
う。そして、外出先から戻ったとき、調理前、食事前など、
こまめな手洗いと手指消毒を心がけてください。

適切な「換気」の習慣

寒い時期ですが、暖房を使いながらでも1時間に数分、
窓を少し開けるなどして、部屋の空気を入れ替えましょ
う。新鮮な空気を取り入れることで、感染リスクを低減で
きます。

体調不良時の行動

発熱や強い倦怠感など、体調に異変を感じた際は、無
理をして仕事や学校に行かないようにしましょう。

感染症から身を守るための三つの対策

皆様のご理解とご協力が、島の健康を守ります。

村内でも
出ています！
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